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3×106個と,洗 浄 され た 羊赤 血 球(日 本 生物 材 料 セ ン
タ ー)3×10s個の 両者 を0.lmlFCS中 に混 合 した の
ち,氷 上 に1時 間 静 置す る こ とに よ り,ロ ゼ ッ ト形 成
を図 った.分 別 され た各 分 画 の,ベ ル オキ シ ダー ゼ染
色陽 性 率,Eロ ゼ ッ ト形 成 率 の検 索 は ヒ ト リンパ 球T
細 胞 ・B細 胞 微 量 測定 用 キ"、ト σIMCO社)に よ り
施 行 した.
細 胞 障 害性 試 験=5iCrリ リース法9)によ り施 行 し
た.(i)標的 細 胞 の標 識.標 的細 胞 は0.25%tripsin
(Sigma社)処 理 後,10%FCS添 加RPMI16如
(GIBCO社)に て1xlO6/mlに調 製 し,同Iml中
にNa251CrO`(200～500mCi/mg51CrNewEng.
landNuclear)200μCiを添 加 し,37℃,30分培 養
後,RPMII640に て3回 洗 浄 し た.(ii)障害性 試
験.前 記 標識 標 的 細 胞1XIO4個と,そ れ ぞ れ の標 的 細
胞=effector細胞 比 に よって 調 製 さ れ たeffector細
胞 を,10%FCS添 加RPMI1640,200μ1中に 混 合
し,U底96穴 マ イ ク ロプ レー ト(Nunc社)を 用 い
て,5%Co2条 件 下,6時 間 混 合培 養 を 行 った.培
養終 了後,遠 沈 され た マ イ ク ロプ レー トよ り,上 清 液
100μ1を採 取 して,これ をautomaticgammacoun・
terにて計 測 した.実 験 はtr三plicateにて行 った が,
そ の平 均値 を 用 い て,被 験 対 象 ご と の%cytotoxi・






胞 を添 加 しな い標 識細 胞上 清100μ1を 上記 と同様 に
6時 間 後 に採 取 し た も の の 計 測 値 を 用 い た.maxi・
mumreleaseには,標 識 細 胞1×104個を2m1の 蒸
溜 水 に 浮遊 させ,3回 の凍 結 融解 を 行 っ た のち,400
G,10分間遠 沈 した 上 清1皿1を 計測 した ものを 用 い
た.ま たspontaneousrelcaseとし て の計 測 値 が,
標 的細 胞1×104個 の 標識 カ ウ ン トの20%を 越 えた場
合 は,実 験 と して除 外 され た.
検 索 され た 結果 は,目 的 に よ り統 計 学 的処 理 を行 っ
た が,平均 値 の 比較 に は,t検 定 法 も し くはCochran-
Cox法 を 用 い,相 関 関 係 を検 討 した もの に は 回帰 分
























































































































































も認め られ,明 らか な負 の相 関 関 係を 示 した.一 方 膀
胱 腫瘍 群 では,加 齢 の影 響は ま った く認 め られ ず,高
齢者 に もT24に対 す る高 い細 胞 障 害性 を示 す もの が認
め られ た.
以上 の 所見 と膀 胱 腫 瘍 の発 生 頻度 が50歳代 よ り急 増
す る こ とを考 慮 して,前 記3群 の細 胞 障害 性 を50歳以
下 の若 年者 と50歳以上 の高 齢老 とに 分 け,再 度 集計 検
討 を 加 え た(Table2).正常対 照 群 で は 高齢 者 に 比
し,若 年者 群 で 明 らか な細 胞障 害 性 の増 強 が認 め られ
た.非 膀 胱 腫瘍 群 に も同様 の傾 向が認 め られた が,有
意 差 は認 め られ なか った(p<0.1).一方,高 齢 者 層 の
3群 間 の比 較 で は、3群 の 平均 年 齢 はほ ぼ 均一 であ っ
た が,膀 胱 腫瘍 群 が 他 の2群 に比 して 明 らか に強 い細
胞 障害 性 を示 した,
次 に膀 胱 腫瘍 症 例 を,腫 瘍 浸潤 度,組 織 異型 度 の お
のお の につ い て2群 に分 別 し,細 胞障 害 性 の程 度 を検
討 した(Table3).なお,浸 潤 度 で はT2以 下 をlow
stage,T3以上 をhighstageとし,異 型度 で は,移
行 上皮 癌 の 組織 診 断を 得 た も の で,grade3も し く
はgrade3が 混 在 す るgrade2症 例をhighgradc
と し,他 をlowgradcとした.浸 潤 度 別 の比 較 では,
stage間の年 齢 的差 異 は認 め られ なか ったが,リ ンパ
球 細 胞 障 害性 はlowstage群で有 意 に 高値 を示 した.
grade別で の比 較 では 有 意 な差 を認 め な か った.
分 別 さ れ たeHセctor細胞 の 細 胞 障 害 性:Fico1-
Conray法に よ り分 離 され た末 梢 血 リンパ球 の細 胞 障
害 性 が 比較 的 高値 を 示 した もの の うち,正 常人8例,
膀 胱 腫瘍 例20例の おの お のに つ いて,マ ク ロフ ァー ジ
除 去 ¶リンパ 球 分 画,Tcellrich分画,nonTcell
rich分画 に 分 別 した の ち,そ れ ぞ れ の分 画 のT24細
胞 に 対す る細 胞障 害 性を,分 画 前 の リ ンパ 球細 胞 の そ
れ との比 較 の 上で 検 討 した.は じめ に,分 画法 の 効 率
を 検討 した が,プ ラス チ ・クプ レー ト付 着 細胞 除 去 前
後 の ペ ルナ キ シダ ーゼ陽 性 細胞 の 比較 で は,91%～95
%の ペ ルオ キ シ ダ ーゼ陽性 細 胞 が除 去 され た.ま たT








































































す る結 果 とな った(Fig.5),
考 察
膀胱癌に関し報告される,疾患関連性を有する細胞
性免疫能 につ いては,そ の存在を認 める多くの報































現在ではヒトNK活 性の検索を行 う場合,標 的細
胞としてK562細胞を用いることがほとんどであり.
したがってK562細胞に対する リンパ球細胞障害性
の挫状が,等 しくヒ トNK活 性の性状と理解される
場合が多い.し かしながらヒトNKク ローン細胞を
用いたNK標 的細胞の検討では,K562細胞を障害
しないNK細 胞の存 在が認め られ ている16).この
ことは,NK細 胞の標的特異性に関す る複雑さを う





















































体内の自己腫蕩に対 してもNK細 胞に よる細胞障害
性が発揮される可能性は考えられるが,一方,転移を
有する膀胱癌症例の一部に,T24細胞 に対 する高い
NK活 性が認められている ことは,抗 腫揚効果の面
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